
 

 

 

 

 

利用者さん中心の 

支援をめざして 
 

ともいき宝池和順 今井 拓士 
 
今年で開所から 51年目となり 男性 15名 女性

21名 最高年齢 71歳 最低年齢 20歳 平均年齢 40
歳の方が利用されています。ご家庭やグループホ

ームから通所され、公共交通機関を利用し和順ま
で通所されている方も沢山います。地域の方に見

守られながら、頑張って通所されています。 
通所授産だった経緯もあり、活動の場として働

く場の提供に重点を置いています。利用者さん
は、それぞれ目的を持って和順へ通い、自分の役

割を行う事で、自信や、やりがいを感じながら活
動に参加されている方が多いです。働く事で工賃

をもらえる、自分の作った商品が売れる、お客様
からありがとうと言われる、働いているからこそ

体験出来る事が沢山あると思います。 
活動の中でキラキラした表情を見せてくれます 

 
 

 
 

 
 

利用者さん中心の支援とは 
こんな事がありました。今までの朝会は、早く

来た利用者さんも朝会をやる部屋で過ごして、話
しを一緒に聞いていました。そんな時、内容を利

用者さんが聞いているのはどうかとの意見が出ま
した。今までも大切な話がある時はそうしていた

のですが、朝会の時間に来る利用者さんは、食堂
で過ごしてもらいましょうとの話になりかけたそ

んな時、一人の職員から職員が食堂で朝会をすれ
ば良いのでは？と言われ、ハッとしました。今ま

での習慣から、その発想が浮かばない。比較的ベ
テランの職員が多い職場ですが、リフレーミング

的な捉え方をする発想が乏しかった事に気付き、
利用者中心の支援が、こんなちょっとした発想で

出来る事を皆で認識しました。小さな気付きが、
利用者さんや職場を変えていくと思います。ふと

したこと、何気ない活動の中に職員としての専門
性を生かした視点で課題を見つけ、皆で話し、対

応しながら、利用者さんのニーズをきちんと聴き
取り、和順が出来る事を考える職員集団でありた

いと思います。 
事業所で頑張っている事 

コロナ禍で、今までやっていた作業が少なくな
ったり、無くなったりと利用者さんの活躍の場が

少なくなってしまいました。何とか活躍の場を提
供する為、職員が新しい活動や作業を考え提供し

ています。英字新聞を使いカフェで使う袋を作っ
たり、不良豆を使い消臭剤を作ったり、カフェで

はパンにも力を入れています。新しい作業種を作
り、利用者さん１人１人に合わせた活動を組み立

て、皆が活躍できるように、頑張っています。 
 

 
 

 
 

 
わっしょいわっしょいまつりを開催しました 

 
 

 
 

今年度もコロナの影響を受け、てとてと市は中
止となりましたが、代わりとして新田施設全体で

わっしょいわっしょいまつりを開催しました。 
色々な活動が制約されている中で、皆さんのご

協力により、皆が安全に楽しく出来るようにいろ
いろ工夫しながら開催する事が出来ました。久し

ぶりのお祭りで、皆さんとても楽しまれていた様
です。 

 
 

 
 

 
この作品は何で出来ていると思いますか? 

実はコーヒー豆
です。焙煎の度合

いを変え豆に色を
つけ、それを下絵

に色別に張り付け
ていきました。ア

イディアから作成
まで全て和順の利

用者さんと職員で
作成した物です。 

この作品の中に今の和順の姿が
とても良く出ていると思います。

皆で頑張った渾身の作品です。 
(誰かわかりますか？)  
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この頃の子どもたちは、これまでに獲得してきた

動きや言葉などを活かし、日常生活を送るための
実践練習を始めます。 

また、自己表現の幅もぐんと広がってきます。 
そんな子どもたちの普段の様子を紹介します。 

 

 

『わっか』をハンドルに見
立ててバスごっこ。子ども
たちの大好きな遊びです。 
ハンドルを握ると気分は運
転手さん。 
♪バスごっこ♪の歌に合わ
せノリノリで運転します。
急カーブ・でこぼこ道・急
ブレーキも華麗にハンドル
さばいています！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

誘導ロープにつかまり歩く子どもたち。 
４月当初に比べると歩ける距離もぐっと伸び、 
行けるところも増えてきました。 
『あっちょうちょ！』『みてみてトンボ！』 
『ひこうきだ！』と会話を楽しみながらたくさん
の発見を教えてくれます。 
『先生黒いのついてくる…』と影を怖がる姿なん
かも見られ、子どもたちならではの発見にほっこ
りします。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳児クラスでは、指先を
使う遊びを通して発達を促
しています。 
子どもが持ってる『たんぽ』
は指先でしっかり握らない
と上手にスタンプができま
せん。３本の指でしっかり
握りスタンプをすると、き
れいな丸模様がたくさんで
きました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お昼は毎日、給食職員手作りのおいしい給食を
いただきます。 
クラスでオクラを育てて食べたり、毎朝の食材
展示などを通して食への興味も広がり、給食中
には「これはきのこ？」と意欲的に食事をする
姿が増えています。 
みんなで食べると楽しい！おいしい！ 

 

自分の布団が分かり、 
『おやすみなさい』の挨拶
をすると静かに布団に横に
なります。 
寝ている時の姿はそれぞれ。 
大の字で眠る子、丸くなっ
て眠る子…と様々です。 
どんな夢を見てるのかな？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちゅうりっぷ組の子どもたちは絵本が大好き♡ 
絵本の中のフレーズを一緒にマネして言ってみたり、
絵本の中の発見を教えてくれたり…とにぎやかです！ 
 

  

12月は毎年恒例のクリスマスランチがあります。クリスマス仕様のハンバーグプレート、 

毎年ご好評いただいています。昨年から新型コロナ対策もあり、クリスマスランチの期間

は予約制で行っています。今年は 12月 20日～25日に提供する予定です。 

 

味遊カフェニュース 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

皆さんは「シクラメン」という花をご存じでしょうか？ 

おそらく大半の方が「あーあの花ね～！」ときっとご存じ

であると思います。 

ですが、シクラメンの花言葉はご存じでしょうか。 

シクラメンの全体的な花言葉は「遠慮」「気後れ」「内気」

「はにかみ」といった意味が込められています。 

炎の様な花の見た目から和名では「篝火花（かがりびばな）」

と付けられていますが、その見た目とは

打って変わって、謙虚で慎ましいような

花言葉が付けられています。なぜそのよ

うな花言葉なのか。実はシクラメンの花

は、よーく観察すると下を向いて咲いて

います。他の花は基本的に陽の光を浴び

ようと横や上を向いて咲いているもの

が多いですが、シクラメンはなぜ下向きに咲いているので

しょうか？理由は簡単で、シクラメンの自生地（地中海沿

岸）は雨が良く降る地域で、上を向いて咲いてしまうと雨

によって受粉する為の花粉が流れて行ってしまうからだ

そうです。その為、子孫を残すために花が下向きに咲くよ

うになったと言われています。きっとその下向きに咲く、

うつむくような姿から、控えめで可愛らしいといったイメ

ージが連想され、謙虚で控えめな花言葉が付けられたので

しょうね。 

また、花の色によって花言葉の意味が異なってきます。

赤は「嫉妬」、白は「清純」、ピンクは「憧れ・はにかみ」、

紫は「想いが響き合う・絆」などといった意味が込められ

ているので、今後皆さんの参考にして頂ければ幸いです。 

 

そんな可愛らしい「シクラメン」ですが、ともいきライ

フ住吉では毎年栽培を行っています。例年であると様々な

イベント等で販売させて頂いていますが、昨今のコロナ禍

でその機会が激減しています。 

もしこの記事を読んで「シクラメン」の魅力を知って頂

けたら、是非１鉢お家へ連れて帰るのはいかがでしょうか。 

 

ともいきライフ住吉 土屋 光 

  



 

 

 

現在、上田明照会のホームページをリニューアルするため、広報・

情報処理管理委員の皆さんと事業所から選ばれた「新 HP 作成分

科会」委員さんと一緒に新しいホームページを作成しています。 

現在のホームページは、平成 23年３月に開設して以来 10年間、

随時更新を重ねてきましたが、現在の閲覧はスマートフォンやタブレ

ットなどの情報端末が主流となっていて、各事業所などのコンテンツ

がテキストデータでなく画像データのため閲覧者にとって見づらい

ものとなってしまっています。また、それぞれに作成しているため見

せ方に統一感がなく、必要な情報を的確に引き出せるとは言い難い

ものとなっています。 

これらを鑑みて分科会での会議を重ね、どのように法人を表現す

るか検討しました。他法人のホームページを参考にし、委員全員か

ら意見を求めて目指すホームページを考えました。 

法人としての統一感を持たせることと「簡潔で分かりやすい文章」

をコンセプトに現在作成中です。順調に進んでおり、早ければ来年２

月頃公開する予定です。 

新しいホームページには事業所毎に「ブログ」を掲載する予定で

す。職員の皆さん、日々の業務の中で「ブログ目線👀」をぜひ発揮

して頂きたいと思います。また、日々の更新も重要と考えています。 

ご協力お願い申し上げます。           事務局 柿島 謙一郎 

 



 

 

連載２回目 フィールドワークの楽しさ 

グループホーム職員 木下文夫 

 

令和２年度は国の緊急事態宣言の発出によ

り高等学校も２か月間休校措置となりました。

授業は自宅学習が中心となってしまい、年間

計画を大きく変更することになりました。 

私が授業で目標にしていたのは、「社会福祉

に関心を持つようになる」ということであり、

そのためのフィールドワークを重要な学習課

題と考えていました。特に、高齢者や障がい

者などが暮らしやすい“共生社会”を作るた

め、地域社会の在り

方を学ぶバリアフリ

ー体験や施設実習に

力を入れました。し

かし、コロナ禍はい

っこうに収束せず、

外に出て学ぶことに

は不安もありましたが、生徒の方は意欲的で

救われる思いでした。 

バリアフリー体験では、その前提として

「車いす」を使えるようになるという実践課

題を設定しました。車いすの構造を知り、使

用方法や安全への配慮など基本的なことを学

習し、校内で体験学習をしました。車いすは 

20 台以上あり、十分に機能を体感できる環境

でした。ただ、備え付けの車いすはどれ

も空気が抜けていたり、旧式の

重い車体のものが多く、最新

型の軽量な車いすを即決で

用意したところ、教員の株

が上がりました。 

フィールドワークはその成果に

立って街に出てみようという設定です。学校

から国道を渡り田中駅に行く道のりは勾配が

きつく、素材としては一般的ではないような

気がしましたが、何回も下見をして歩くコー

スを選びました。視覚障害を知るという授業

で用いたアイマスクを使った歩行体験を組み

合わせ、学校～八十二銀行～田中駅～市役所 

 

 

～市立図書館を経由して戻るという順路を考

えました。舗道に設置してある点字ブロック

や信号機を注意

深く学び、駅や

市役所にあるみ

んなのトイレは

実際に見て点検

し、図書館では

車いすでエレベ

ーターを使って

みるというよう

な工夫を取り入れました。街の風を肌で感じ

ながら、障がいや高齢だったらどんな困りご

とがあるだろうかと考えてみる体験です。教

室に戻ってフィードバックの記録を書いても

らいましたが、実

際に見て聞いて感

じた事は貴重な体

験となった様子で

した。折しも銀行

や FM 局、市役所

の入り口に疫病退

散の願いを込めた「あまびえ」が置かれてい

て、記念写真を撮ったりしたのも思い出です。 

東京 2020 五輪とパラリンピックを目前に、

多様性を認める社会やバリアフリー環境の整

備が叫ばれる時期となっていました。東御市

社会福祉協議会は地域の福祉教育の一環とし

てバリアフリースポーツ「ぼっちゃ」の体験

ができるということでしたので、 

出前授業を高岡課長にお願いしま

した。近くの中央公民館を会場

にしてコートを２面作っていた

だき、ぼっちゃの面白さ、スリ

リングさを体験しました。この

ように体験型の授業ができる

のは福祉科の強みでもあり、

面白さであると感じました。 
 

次回は、武捨先生と共同実践となった田中

保育園での保育所実習の様子について書いて

みようと思っています。 

     

木下の知恵袋 

「傾聴・受容・共感」は支援者の

あるべき姿を表現しています。 



 

前回の「ともいきライフ住吉 足立 陽和さんからバトンを 

受け取ったのは事務局の 坂田 大樹 さんです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ともいきライフ月影 依田 拓磨 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

師走を迎え今年も残り 1か月となりました。1年を振り返れば、相変わらずコロナに翻弄された 

年でした。会議や研修は集合で行えず、Zoom を利用した形へ変化していきました。変化を受け入れ、 

柔軟に取り入れていく事の大変さを実感した年でもあります。これがスタンダードになっていくので 

しょうか。来年は今年より少しでも良い年になればと願うばかりです。(塚田) 

 

  
 

リレーコラム 

2018年５月、温泉に入りたくなった私は白馬鑓ヶ岳へ向かった。 
まだシーズンを迎えていない登山口には車もまばらで、これは

もしかすると温泉を独り占めできるかもと、うきうきしながら出
発した。初夏の様な陽気の中だが、標高 1500メートルほどまで
登ると 1メートル以上の雪が積もっていた。知人から貸してもら
った GPSの助けもあり、無雪期には笹や低木でとても通れないよ
うな場所を通って登山道をショートカットして予定時間よりもず
いぶん早く目的地への距離まで半分の地点へたどり着いた。 
水墨画のような景色の中、ほっと一服しているとにぎやかな年

配の登山隊が追い付いてきた。 
誰もいない山の中でボーっと突っ立っている男が不思議だった

のか、登山は賑やかなほうが楽しい、一緒に登らないか。と言わ
れたがもう少し景色を楽しみたかった私は、せっかくですが大分
息も上がってしまっているしもう少しここでゆっくりしていくつ
もりなのでどうぞお先に。と断って見送った。登山隊は私の予定
しているルートよりもずいぶんと谷筋へと降りていった。あんな
急なほうへ行ってどうやって温泉まで登るつもりだろう、と思い
ながら私は反対方向へ登って行った。 
１時間ほど歩いていくと白馬鑓温泉まであと１時間ほどの距離

の場所にたどり着いたが、夏場には楽々横切れた斜面には溶けて
グズグズになった雪が積もっていてとてもではないが恐ろしくて
渡れそうにもない。どうしたものかと渡れそうな場所を探してう
ろうろ、途方に暮れて林の中で休憩しようとすると、ニホンザル
の群れに鉢合いジローっと見られながら退散した。 
もう帰ろうかと思っているとはるか下の谷底からワイワイと声

が聞こえてきた。ああ、もう幻聴が聞こえてきた、と思って谷底
を見るとさっきの登山隊と同じような服装の人たちが谷に積もっ
た雪渓の上を歩いていた。急いで地図を出して彼らが通ったので
あろうルートを探してみると、どうやら今の場所から尾根を大回
りして 200メートルほど下った地点から谷を上っているようだっ
た。 
雪渓の上をとぼとぼと進んで、温泉にたどり着いたのはもう日

が暮れようとしていた。 
おう、兄ちゃん帰ったかと思ったよ、と同行を断った登山隊の

方たちと熱い露天風呂につかりながら、先輩の言うことは聞いて
おくべきだったな。と反省したのであった。 
翌日、下りは一緒に降りようぜと誘ってくれた登山隊と私は見

事に尾根を読み違え、少し早めの沢遊びを楽しんだ。 
 

坂田さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･

『ともいきライフ月影 西澤 俊 さん』です。 

      よろしくお願いします！ 

 


